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第 11回議事録 

2016年 5月 26日 

委員長 田中 義洋 

期 日：2016年 5月 22日（日）15：20‐16：20 

場 所：幕張メッセ国際会議場（日本地球惑星科学連合 連合大会会場） 

出席者：川勝、川村、久田、平田、渡来 

（出席者 5名、委任状提出 2名で委員会は成立） 

議 題 

1．第 8回日本地学オリンピック予選問題評価提出の報告 

2．第 10回国際地学オリンピック日本大会（三重）の準備状況報告 

3．第 123年学術大会での広報活動 

 4．国際地学オリンピック日本大会後の地学オリンピックへの支援 

 

詳 細 

 1．第 8回日本地学オリンピック予選問題評価提出の報告 

   5月 22日 12:40 - 13:30に開かれた地学オリンピック日本委員会の社員総会において、本委員会 

でまとめた予選問題の評価と予選問題分析（解答例）を提出し、予選参加者への自主学習支援を要 

望したことが報告された。 

 なお、予選問題の分析の作成に関し、次回以降は地学オリンピック日本委員会の意向に添うこと 

を確認した。 

 

 2．第 10回国際地学オリンピック日本大会（三重）の準備状況報告 

   参加表明は過去最高の 30 チームにのぼり、オブザーバーのみの参加表明も 2 ヶ国との報告があ

った。参加登録は 5月 1日（日）から 6月 20 日（月）まで。6 月 3日から 6月 6 日にはプレ会議

が実施予定で、国際地学オリンピックの委員を招聘し、問題検討などが行われる予定。また、プレ

会議後に大会運営の概要が定まるため、状況によってはその頃に本委員会の委員にも協力依頼があ

る可能性が残っているとの報告もなされた。 

 

 3．第 123年学術大会での広報活動 

   より効果的な広報活動を行うため、地学オリンピックの対象者である中学生・高校生が集まる小

さな Earth Scientist の集いの発表場所でポスター掲示を行う方針を定めた。また、国際地学オリ

ンピック日本大会の終了直後となるため、地質学会からの支援に対する報告も兼ねたポスターも作

成することとした。 

 

 4．国際地学オリンピック日本大会後の地学オリンピックへの支援 

   日本大会の開催により、地学オリンピックの存在が、対象の中学生・高校生を始め、地質学会な

どの学術機関にも浸透しつつある。また、国際大会経験者だけでなく、国際大会派遣のための国内

選抜も兼ねた日本地学オリンピック予選・本選参加者が、地質系の学部や学科へ進学する例もみら

れる。地学オリンピックへの参加が地質に興味をもつきっかけになるよう、日本大会後も、継続し

て支援を行っていくことを確認した。 

以上 


